
販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月18日現在

 安定コース

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことに

なりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.29866％（税抜1.1806％）～2.01762 ％（税抜1.8342％）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 10,952 円

 純資産総額 3.6 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 0.53% 0.25% ▲ 0.36% 3.13% 1.52% 10.99%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の18日（休業日の場合は翌営業日）との比較です。

※当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、特定のベンチマークおよび参考指数を

設けておりません。

　最近5期の分配金の推移

2022/10/18 10 円

2023/04/18 10 円

2023/10/18 10 円

2024/04/18 10 円

2024/10/18 10 円

設定来合計 140 円

　ポートフォリオ構成比率

資産クラス 投資信託証券 比率

日本株式 日本連続増配成長株マザーファンド 7.0%

世界株式 シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用） 8.9%

新興国株式 GIMエマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用） 3.2%

日本債券 国内債券マザーファンド 54.4%

世界債券 世界高金利債券マザーファンド 15.2%

新興国債券 GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン･ファンドF（適格機関投資家専用） 3.3%

日本リート Jリート・マザーファンド 3.1%

世界リート 適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・コクサイ・リート・ファンド 3.2%

短期金融商品・その他 1.7%

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

※比率は、各ファンドの評価額の「ラップ・アプローチ（安定コース）」の純資産総額に対する比率です。

小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

当ファンドは11月1日より、

新規購入のお申し込み受付を

一時停止させていただいております。

当レポートは19枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/19）  552394 / 552395 / 552396



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月18日現在

 安定成長コース

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことに

なりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.29866％（税抜1.1806％）～2.01762 ％（税抜1.8342％）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 13,896 円

 純資産総額 4.5 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 0.01% 2.08% 0.66% 9.99% 16.70% 40.68%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の18日（休業日の場合は翌営業日）との比較です。

※当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、特定のベンチマークおよび参考指数を

設けておりません。

　最近5期の分配金の推移

2022/10/18 10 円

2023/04/18 10 円

2023/10/18 10 円

2024/04/18 10 円

2024/10/18 10 円

設定来合計 140 円

　ポートフォリオ構成比率

資産クラス 投資信託証券 比率

日本株式 日本連続増配成長株マザーファンド 16.3%

世界株式 シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用） 25.4%

新興国株式 GIMエマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用） 2.8%

日本債券 国内債券マザーファンド 22.2%

世界債券 世界高金利債券マザーファンド 18.5%

新興国債券 GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン･ファンドF（適格機関投資家専用） 4.0%

日本リート Jリート・マザーファンド 3.8%

世界リート 適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・コクサイ・リート・ファンド 4.1%

短期金融商品・その他 2.9%

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

※比率は、各ファンドの評価額の「ラップ・アプローチ（安定成長コース）」の純資産総額に対する比率です。

小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

当レポートは19枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/19）  552394 / 552395 / 552396



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月18日現在

 成長コース

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことに

なりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.29866％（税抜1.1806％）～2.01762 ％（税抜1.8342％）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 16,596 円

 純資産総額 10.9 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 0.54% 3.85% 1.85% 16.40% 30.40% 67.91%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の18日（休業日の場合は翌営業日）との比較です。

※当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、特定のベンチマークおよび参考指数を

設けておりません。

　最近5期の分配金の推移

2022/10/18 10 円

2023/04/18 10 円

2023/10/18 10 円

2024/04/18 10 円

2024/10/18 10 円

設定来合計 140 円

　ポートフォリオ構成比率

資産クラス 投資信託証券 比率

日本株式 日本連続増配成長株マザーファンド 26.4%

世界株式 シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用） 41.4%

新興国株式 GIMエマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用） 1.5%

日本債券 国内債券マザーファンド 3.1%

世界債券 世界高金利債券マザーファンド 5.8%

新興国債券 GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン･ファンドF（適格機関投資家専用） 4.9%

日本リート Jリート・マザーファンド 4.7%

世界リート 適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・コクサイ・リート・ファンド 4.9%

短期金融商品・その他 7.2%

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

※比率は、各ファンドの評価額の「ラップ・アプローチ（成長コース）」の純資産総額に対する比率です。

小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

当レポートは19枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（3/19）  552394 / 552395 / 552396



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月18日現在

　ポートフォリオ構成比率

　投資環境

 直近1ヵ月の騰落率  （2024年10月18日～2024年11月18日）

資産クラス 指数 騰落率

 日本株式 東証株価指数（TOPIX）（配当込み） 0.11%

 世界株式 MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース） 2.72%

 新興国株式 MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース） ▲ 1.66%

 日本債券 NOMURA-BPI総合 ▲ 0.84%

 世界債券 FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース） 0.97%

 新興国債券 JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス-エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース） 0.59%

 日本リート 東証REIT指数（配当込み） ▲ 0.90%

 世界リート S&P先進国REIT指数（除く日本、配当込み、円換算ベース） ▲ 0.55%

※騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

資産クラス 投資信託証券 安定コース 安定成長コース 成長コース

 日本株式 日本連続増配成長株マザーファンド 7.0% 16.3% 26.4%

 世界株式 シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用） 8.9% 25.4% 41.4%

 新興国株式 GIMエマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用） 3.2% 2.8% 1.5%

 日本債券 国内債券マザーファンド 54.4% 22.2% 3.1%

 世界債券 世界高金利債券マザーファンド 15.2% 18.5% 5.8%

 新興国債券 GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン･ファンドF（適格機関投資家専用） 3.3% 4.0% 4.9%

 日本リート Jリート・マザーファンド 3.1% 3.8% 4.7%

 世界リート 適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・コクサイ・リート・ファンド 3.2% 4.1% 4.9%

 短期金融商品・その他 1.7% 2.9% 7.2%

※比率は、各ファンドの評価額の「ラップ・アプローチ（安定コース）」「ラップ・アプローチ（安定成長コース）」「ラップ・アプローチ（成長コース）」の純資産総額

に対する比率です。小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

当レポートは19枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/19）  552394 / 552395 / 552396



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月18日現在

　組入投資信託証券の状況　（株式）

2024年11月18日現在

　組入上位10業種

業種 比率

1 電気機器 12.9%

2 機械 10.6%

3 卸売業 9.6%

4 化学 8.8%

5 保険業 7.9%

6 サービス業 7.3%

7 医薬品 5.6%

8 ガラス・土石製品 4.9%

9 精密機器 4.1%

10 不動産業 3.9%

※各比率は、「日本連続増配成長株マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。

＜シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用）＞

　組入上位10銘柄　  　組入上位10ヵ国

銘柄 国 業種 比率 国 比率

1 MICROSOFT CORP アメリカ ソフトウェア・サービス 5.6% 1 アメリカ 77.7%

2 NVIDIA CORP アメリカ 半導体・半導体製造装置 5.5% 2 イギリス 4.9%

3 APPLE INC アメリカ テクノロジー・ハードウェアおよび機器 5.3% 3 フランス 3.2%

4 ALPHABET INC-A アメリカ メディア・娯楽 3.9% 4 ドイツ 3.0%

5 AMAZON.COM INC アメリカ 一般消費財・サービス流通・小売り 3.6% 5 スイス 2.1%

6 META PLATFORMS INC アメリカ メディア・娯楽 2.6% 6 オーストラリア 1.4%

7 JPMORGAN CHASE アメリカ 銀行 2.1% 7 オランダ 1.1%

8 ELI LILLY & CO アメリカ 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 1.8% 8 イタリア 1.0%

9 BROADCOM INC アメリカ 半導体・半導体製造装置 1.7% 9 デンマーク 1.0%

10 VISA INC-CLASS A アメリカ 金融サービス 1.6% 10 オーストリア 0.6%

2024年10月31日現在

※「シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用）」の各比率は、当該ファンドのマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

※「シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用）」のデータは、当該ファンドの委託会社であるシュローダー・インベストメント・マネジメント

株式会社の前月末時点の情報を基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しています。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

＜日本連続増配成長株マザーファンド＞

　組入上位10銘柄

銘柄 比率

1 MS&ADインシュアランスグループホールディングス 4.3%

2 積水ハウス 3.5%

3 ＭＡＲＵＷＡ 3.4%

4 日立製作所 3.3%

5 ロート製薬 3.1%

6 ソニーグループ 3.1%

7 ＳＷＣＣ 3.0%

8 ＳＭＣ 2.9%

9 村田製作所 2.8%

10 ディスコ 2.7%

※作成基準日現在、組入れはございません。

＜GIMエマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用）＞

当レポートは19枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（5/19）  552394 / 552395 / 552396



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月18日現在

　組入投資信託証券の状況　（債券）

　

2024年10月31日現在

2024年11月18日現在

2024年11月18日現在

＜GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン・ファンドF（適格機関投資家専用）＞

　組入上位10ヵ国

国 比率

1 中国 44.8%

2 メキシコ 7.3%

3 インドネシア 6.2%

4 ブラジル 4.9%

5 チェコ 4.7%

6 マレーシア 4.5%

7 南アフリカ 4.1%

8 ポーランド 4.0%

9 タイ 3.8%

10 ルーマニア 3.0%

※比率は、「国内債券マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。

＜世界高金利債券マザーファンド＞

　組入上位10ヵ国

国 比率

1 アメリカ 21.2%

2 オーストラリア 16.4%

3 ニュージーランド 15.6%

4 イギリス 12.3%

5 カナダ 11.6%

6 ノルウェー 7.7%

7 フランス 7.2%

8 スウェーデン 4.2%

9 円キャッシュ・その他 3.8%

10

※比率は、「世界高金利債券マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。

※比率は、「GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン・ファンドF（適格機関投資家専用）」のマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

※「GIM FOFs用新興国現地通貨ソブリン・ファンドF（適格機関投資家専用）」のデータは、当該ファンドの委託会社であるJPモルガン・

アセット・マネジメント株式会社の前月末時点の情報を基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しています。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

＜国内債券マザーファンド＞

　組入上位10銘柄

銘柄 利率（％） 償還日 保有額面（円） 比率

1 第３７６回利付国債（１０年） 0.900 2034/9/20 60,000,000 17.7%

2 第１００回利付国債（２０年） 2.200 2028/3/20 50,000,000 15.8%

3 第１８９回利付国債（２０年） 1.900 2044/6/20 50,000,000 15.1%

4 第１５０回利付国債（２０年） 1.400 2034/9/20 40,000,000 12.4%

5 第１１１回利付国債（２０年） 2.200 2029/6/20 30,000,000 9.6%

6 第１０５回利付国債（２０年） 2.100 2028/9/20 20,000,000 6.3%

7 第９８回利付国債（２０年） 2.100 2027/9/20 20,000,000 6.3%

8 第９１回利付国債（２０年） 2.300 2026/9/20 20,000,000 6.2%

9 第１２３回利付国債（２０年） 2.100 2030/12/20 10,000,000 3.2%

10 第１７３回利付国債（５年） 0.600 2029/9/20 10,000,000 3.0%
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　組入投資信託証券の状況　（リート）

2024年11月18日現在

※比率は、「Jリート・マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。

＜適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン･コクサイ･リート･ファンド＞

　組入上位10銘柄

銘柄 国 セクター 比率

1 プロロジス アメリカ 産業用 5.0%

2 サイモン・プロパティー・グループ アメリカ 小売 4.5%

3 デジタル・リアルティー・トラスト アメリカ データセンター 4.5%

4 リアルティ・インカム アメリカ 小売 3.2%

5 BXP アメリカ オフィス用 2.8%

6 アメリカンヘルスケアREIT アメリカ ヘルスケア 2.8%

7 UDR アメリカ 住宅用 2.7%

8 ナショナル・ストレージ・アフィリエイツ・トラスト アメリカ 倉庫 2.6%

9 エキニックス アメリカ データセンター 2.6%

10 ゲーミング・アンド・レジャー・プロパティーズ アメリカ 多角施設 2.5%

2024年10月31日現在

※比率は、「適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン･コクサイ･リート･ファンド」の純資産総額に対する比率です。

※「適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン･コクサイ･リート･ファンド」のデータは、当該ファンドの委託会社である

アライアンス・バーンスタイン株式会社の前月末時点の情報を基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しています。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

＜Jリート・マザーファンド＞

　組入上位10銘柄

銘柄 比率

1 日本ビルファンド投資法人 5.5%

2 日本都市ファンド投資法人 5.0%

3 ジャパンリアルエステイト投資法人 4.9%

4 ＧＬＰ投資法人 4.9%

5 野村不動産マスターファンド投資法人 4.5%

6 日本プロロジスリート投資法人 4.2%

7 大和ハウスリート投資法人 4.1%

8 ＫＤＸ不動産投資法人 4.1%

9 インヴィンシブル投資法人 3.5%

10 ユナイテッド・アーバン投資法人 3.3%
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　ファンドマネージャーのコメント

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

※ 以下のコメントに関しては、組入投資信託証券の委託会社からの情報も参考のうえ、作成しております。

＜投資環境＞

（株式市場）

10月の国内株式市場は狭い範囲で一進一退の値動きとなりました。上旬は、堅調な雇用統計を受けた米利下げ観測の後退と円安ドル高を背景

に、国内株式市場は堅調に推移しました。月半ばから下旬にかけては、衆議院選挙で連立与党が大幅に議席を減らすとの観測が強まったため、国

内株式市場は軟調な展開となりました。ただ、衆議院選挙で連立与党の議席数の過半数割れが実際に判明すると、株式市場は反発しました。国民

の内閣支持率が低い状況では、増税など景気にマイナスの影響を与えかねない政策が実施される可能性は低く、むしろ国会運営において協力が

求められる一部野党の財政拡張的な政策提言が採用される公算が強まったためではないか、と当社では考えております。日経平均株価の月間の

値幅（日々終値の月中高値と月中安値の差）は約2000円となり、8月の約7000円、9月の約4000円から着実に縮小しました。株式市場は落

ち着きを取り戻してきたと受け止めております。

10月の米国株式市場は、月末にかけて売り買いの交錯する展開となりました。上旬は、9月の雇用統計が市場予想を上回る内容となったことか

ら長期金利が上昇したため、下落しました。中旬は、2024年7-9月期の決算発表において、主要企業から良好な業績が発表されたことが好感さ

れ、上昇しました。月末にかけては、米国大統領選挙を前に様子見姿勢が強まり、強弱まちまちの展開となりました。

10月の新興国株式市場（米ドルベース）は、中東情勢の緊迫化や米国の金利上昇とそれに伴う米ドル高の進行、中国の経済政策への失望などを

背景に主要国を中心として下落し、先進国株式市場に対してもアンダーパフォームしました。

（債券市場）

10月の国内債券市場では、10年国債利回りが上昇（価格は下落）しました。上旬には米景気の底堅さを背景とした米国債利回りの上昇が国内

債券市場に波及し、10年国債利回りは上昇しました。その後、27日投開票の衆議院選挙において与党が過半数を割り込み、積極財政を掲げる国

民民主党などとの連携の可能性も10年国債利回り上昇を意識させました。

10月の米国債券市場では、10年国債利回りが上昇（価格は下落）しました。雇用統計や小売売上高など米国経済の底堅さを示す指標の発表が

相次いだことに加え、米大統領・議会選挙において、共和党が大統領と上下両院の多数派を占めるトリプルレッドの可能性が意識されたことを受

け、10年国債利回りは月間を通じて上昇しました。

10月の新興国債券市場では、前月末比で利回りが上昇（価格は下落）しました。新興国では通貨安と粘り強いインフレを背景に、一部の中央銀行

が以前に比べて金融緩和に慎重な姿勢を示したことが影響しました。為替市場では、新興国通貨が全般的に対円で上昇し、特にウルグアイペソや

ドミニカペソの上昇率が大きくなりました。金融政策については、コロンビア、タイ、フィリピンなどの中央銀行が政策金利を引き下げました。

当月は、強い雇用統計や小売売上高の改善を受け、改めて米経済の堅調さが示唆される中で米連邦準備制度理事会（FRB）による利下げ織り込

みが修正され、米国債利回りは上昇しました。月後半は、米大統領選挙および議会選挙での共和党勝利観測から財政赤字拡大への警戒感も加

わって金利上昇が続き、月を通じて利回りは上昇しました。一方で、新興国では通貨安と粘り強いインフレを背景に、一部の中央銀行は以前に比

べて金融緩和に慎重な姿勢を示しました。そのような環境の中で、市場は下落しました。為替市場では、新興国通貨が全般的に対円で上昇し、特

にウルグアイペソやドミニカペソなどの上昇率が大きくなりました。金融政策については、コロンビア、タイ、フィリピンなどの中央銀行は政策金利

を引き下げました。

（リート市場）

Jリート市場は、石破新首相が日銀の金融政策について追加利上げの環境にない等の見解を示したことを受けて、前月末からの下落に歯止めが

かかる動きが月初に見られました。しかし、市場予想を上回る米雇用統計など堅調な米国経済を示す経済指標を受けて長期金利が上昇すると、J

リートは再び下落に転じ、月を通して下落基調となりました。

10月の米国リート市場は、上旬は9月の雇用統計など雇用指標が労働市場の底堅さを示す結果となったことを受けて長期金利が上昇したこと

から、リートの利払い負担増加への懸念が強まり、下落しました。中旬に入ると9月のニューヨーク連銀製造業景気指数や輸入物価の下振れ等を

背景に長期金利の上昇が一服したことから、リートの出遅れ感などに着目したとみられる買いが優勢となり、反発しました。下旬は主要リートの

2024年7-9月期決算発表が始まり、大手リートの好決算が材料視され上昇する場面もありました。しかし、米大統領選で財政拡張的な政策を掲

げる共和党候補のトランプ前大統領が優勢との観測を背景に長期金利が再び上昇したことなどが嫌気され、反落しました。

欧州リート市場は、上旬は米国債利回りの上昇に連れて長期金利が上昇したことがリートの利払い負担増加への懸念に繋がり、下落しました。中

旬は英国の9月の消費者物価指数（CPI）上昇率が前年比で市場予想を下回ったことからイングランド銀行（英中央銀行、BOE）による追加利下げ

期待が高まったほか、欧州中央銀行（ECB）が理事会で追加利下げを決定したことなどが好感され、下げ幅を縮小しました。しかし下旬に入ると米

国債利回りの上昇が続いたことに加え、英政府が提示した予算案が英国債発行の増加に繋がると受け止められたことや、ユーロ圏の経済指標の

上振れなどを受けて長期金利が一段と上昇したことから、下落基調を辿りました。

＜直近1ヵ月の基準価額の変動要因＞

当期間の分配金再投資基準価額の騰落については、基準価額に対して、世界株式などがプラスに寄与する一方、日本債券などがマイナスとなり

ました。

＜今後の運用方針＞

今後の運用方針につきましては、イボットソン・アソシエイツ・ジャパン株式会社からの助言を参考に、各資産の投資比率の検討・見直しを行って

参ります。

※なお、「GIMエマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用）」は償還に向けて保有株式を9月中に全売却しました。
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　ファンド情報

設　定　日 2015年4月27日

償　還　日 2035年4月18日

決　算　日 毎年4月18日および10月18日(休業日の場合は翌営業日)

　ファンドの特色（1）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの特色（2）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの特色（3）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの特色（4）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの特色（5）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの特色（6）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　投資リスク（1）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　投資リスク（2）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　お申込みメモ

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

商号 登録番号

加入協会

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

ラップ・アプローチ （安定コース）／（安定成長コース）／（成長コース）
追加型投信／内外／資産複合

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産等取引業協会にも加入しております。
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